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保
証
制
度
が
こ
の
４
月
１
日
よ
リ
改

正
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
愛
知
県
板
で
は

す
べ
て
の
保
証
制
度
適
用
事
業
所
を
対

象
に
再
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

１
月
22
日
㈰
に
岡
崎
技
術
工
学
院
、
２

月
19
日
㈰
の
名
古
屋
会
場
に
続
き
、
３

月
26
日
㈰
に
も
岡
崎
技
術
工
学
院
に
て

開
催
し
、
西
三
・
知
多
・
東
三
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
90
名
の
受
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
370
店
の
適
用
事
業
所
の
う

ち
193
店
が
受
講
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。今

回
の
再
講
習
会
も
午
前
中
２
時
間

を
か
け
て
齋
藤
理
事
長
が
制
度
の
改
正

内
容
を
詳
し
く
説
明
し
、
又
、
全
板
連

で
作
成
さ
れ
た
想
定
Ｑ
＆
Ａ
を
使
っ
て

分
か
り
易
く
解
説
し
ま
し
た
。

こ
の
Ｑ
＆
Ａ
の
内
、
先
回
の
２
会
場

で
の
解
説
と
少
し
異
な
る
回
答
が
新
た

に
全
板
連
よ
り
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
次

に
掲
げ
ま
す
。

質　

問
①

過
去
10
年
間
に
保
証
書
を
発
行
し
た

こ
と
の
あ
る
組
合
員
が
脱
退
し
た
場
合

（
廃
業
・
死
亡
等
で
実
質
的
に
責
任
を

負
え
な
い
場
合
）、
当
該
保
証
物
件
に

万
々
が
一
、
事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、

修
補
及
び
財
物
に
対
す
る
責
任
は
誰
が

負
う
の
か
。

回　

答
①

＊　

修
補
の
責
任
は
㈱
全
日
本
建
築
板

金
保
証
セ
ン
タ
ー
が
負
う
こ
と
と
な

り
ま
す
。

＊　

財
物
に
対
す
る
補
償
責
任
は
、
前

記
同
様
、
㈱
全
日
本
建
築
板
金
保
証

セ
ン
タ
ー
が
負
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

質　

問
②

過
去
10
年
間
に
保
証
書
を
発
行
し
た

こ
と
の
あ
る
組
合
員
が
、
平
成
18
年
度

か
ら
は
生
産
物
賠
償
責
任
保
険
（
Ｐ
Ｌ

保
険
）
に
加
入
し
な
い
場
合
、
当
該
保

証
物
件
に
万
々
が
一
、
事
故
が
発
生
し

た
と
き
は
、
修
補
及
び
財
物
に
対
す
る

責
任
は
誰
が
負
う
の
か
。

回　

答
②

＊　

修
補
の
責
任
は
当
該
組
合
員
が
負

う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

＊　

財
物
に
対
す
る
補
償
責
任
は
、
㈱

全
日
本
建
築
板
金
保
証
セ
ン
タ
ー
が

負
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

午
後
の
講
義
は
保
証
委
員
会
と
技
研

厨
空
委
員
会
の
委
員
が
務
め
、「
金
属

外
装
素
材
」
に
つ
い
て
沼
澤
恒
一
郎
氏
、

「
新
法（
建
築
基
準
法
）と
金
属
外
装
」に

つ
い
て
神
谷
聡
氏
、「
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

風
荷
重
の
算
定
」
に
つ
い
て
石
原
晴
久

氏
が
説
明
を
し
ま
し
た
。

最
後
に
「
ス
カ
イ
ラ
イ
ト
チ
ュ
ー

ブ
」と
い
う
新
商
品（
屋
根
面
に
設
置
し

た
ド
ー
ム
で
太
陽
光
を
採
光
し
、
鏡
面

仕
上
げ
の
ア
ル
ミ
製
チ
ュ
ー
ブ
を
通
し

て
室
内
を
照
明
す
る
シ
ス
テ
ム
）
が
紹

介
さ
れ
、
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
が
実
物

を
展
示
し
て
商
品
説
明
を
し
ま
し
た
。

講
習
の
終
了
後
、
吉
田
保
証
委
員
長

よ
り
受
講
者
全
員
に
修
了
証
書
を
お
渡

し
し
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
受
講
料
を
払

い
一
日
を
費
や
し
て
受
講
さ
れ
た
の
で

す
か
ら
、「
団
体
生
産
物
賠
償
責
任
保

険
」
に
加
入
し
、
保
証
書
を
発
行
す
る

こ
と
に
よ
り
顧
客
の
信
頼
を
高
め
、
今

後
の
受
注
拡
大
に
活
か
し
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。

　

愛
知
県
板
の
17
年
度
実
績
報
告

（
18
年
２
月
10
日
現
在
）

▪
総
件
数

　
　

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事	

７
５ 

件

　
　

新

築

工

事	

６
６ 

件

▪
総
面
積

　
　

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事	

	

１
３
、３
８
０ 

㎡

　
　

新

築

工

事	
 

	

１
７
、９
８
３ 

㎡

愛
知
県
板
は
18
年
度
も
引
き
続
き

フ
ァ
イ
ン
ス
チ
ー
ル
普
及
事
業
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
現
在
100
事
業
所
が
こ

の
事
業
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新

た
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
事
業
所
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
支
部
を
通
じ
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
配
布
用
の
チ
ラ

シ
と
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
、
ス
テ
ッ

カ
ー
を
無
償
で
お
送
り
し
ま
す
。

愛知県板金工業組合よりお知らせ

ホームページ上に機関紙「愛板」開設
愛知県板金工業組合の記章・写真はカラーでご覧頂けます。

（機関紙「愛板」はモノクロ印刷）

愛知県板金工業組合　ホームページアドレス
http://www16.ocn.ne.jp/~aiban

▲

講
習
会
風
景
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（
3
頁
へ
つ
づ
く
）

安
城
支
部

総
会
と
救
命
講
習
会

知
多
支
部定

期
総
会

安
城
支
部
は
３
月
12
日
㈰
午
後
６
時

よ
り
市
内
の
「
初
寿
司
」
に
て
総
会
を

開
き
ま
し
た
。
又
、
そ
れ
に
先
だ
ち
、

２
時
か
ら
５
時
ま
で
安
城
消
防
署
に
て

救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。
こ
の
講

習
は
救
急
車
が
く
る
ま
で
の
応
急
手
当

の
方
法
を
学
ぶ
も
の
で
、
そ
の
内
容
は

人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
や
り

方
、
さ
ら
に
、
最
近
公
共
施
設
な
ど
に

置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
Ａ
Ｅ

Ｄ
《
自
動
体
外
式
除
細
動
器
と
呼
ば
れ
、

心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
心
肺

蘇
生
を
行
う
器
具
》
の
使
用
方
法
を
学

び
ま
し
た
。

11
名
の
受
講
者
が
３
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
応
急
手
当
の
手
順
ご
と
に
説

明
ビ
デ
オ
を
見
て
、
そ
の
都
度
全
員
が

人
体
モ
デ
ル
で
実
技
を
行
い
ま
し
た
。

数
回
に
わ
た
っ
て
実
技
を
す
る
う
ち
に
、

講
師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
無
し
で
、
手

順
ど
お
り
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

講
習
終
了
後
、
全
員
に
「
普
通
救
命

講
習
修
了
証
」
が
渡
さ
れ
、
安
城
支
部

よ
り
講
師
に
お
礼
と
し
て
銅
板
折
鶴
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
の
な
か
で
講
師
が
何
度
も

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

１
１
９
番
通
報
の
事
で
す
。
固
定
電
話

や
公
衆
電
話
か
ら
の
通
報
な
ら
司
令
室

の
モ
ニ
タ
ー
に
通
報
場
所
が
表
示
さ
れ
、

即
座
に
最
寄
の
消
防
署
に
つ
な
が
る
が
、

ケ
イ
タ
イ
電
話
か
ら
の
場
合
は
そ
う
で

は
な
い
の
で
、
出
動
が
遅
く
な
る
。
身

近
に
固
定
電
話
か
公
衆
電
話
が
在
る
な

ら
、
そ
れ
を
使
っ
て
ほ
し
い
。
と
の
こ

と
で
し
た
。

岡
崎
支
部

第
52
回
通
常
総
会

岡
崎
支
部
は
、
３
月
12
日
㈰
竜
美
ヶ

丘
会
館
に
お
い
て
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。本

来
な
ら
２
月
開
催
で
あ
る
が
、
一

人
で
も
多
く
の
支
部
員
が
出
席
す
る
に

は
何
時
が
い
い
か
役
員
会
で
協
議
し
た

結
果
、
今
年
度
は
３
月
に
開
催
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

定
刻
の
午
後
３
時
、
加
藤
副
支
部
長

が
開
会
の
言
葉
を
述
べ
久
世
支
部
長
の

挨
拶
の
後
、
高
齢
と
後
継
者
が
い
な
い

為
12
月
に
退
会
さ
れ
た
元
支
部
員
に
支

部
功
労
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

議
案
審
議
は
出
席
者
47
名
（
青
年
部

員
２
名
）
で
行
な
わ
れ
、
17
年
度
事
業

報
告
、
会
計
及
び
会
計
監
査
報
告
、
18

年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
が
承
認
さ

れ
た
。
審
議
の
最
後
に
フ
ァ
イ
ン
ス

チ
ー
ル
と
建
築
板
金
を
ど
の
よ
う
に
合

わ
せ
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
ら
よ
い
か
議
案

が
提
出
さ
れ
た
。（
特
に
自
動
車
鈑
金
と

の
区
別
）

来
賓
挨
拶
で
は
、
県
板
理
事
長
・
齋

藤
充
昭
氏
、岡
崎
技
術
工
学
院
理
事
長
・

楠
名
済
治
氏
、西
三
板
金
連
合
会
会
長
・

西
俣
章
氏
、
岡
崎
技
術
工
学
院
学
長
・

山
本
清
氏
が
挨
拶
さ
れ
た
。

最
後
に
18
年
度
岡
崎
支
部
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
発
表
さ
れ
、
山
本
副
支
部
長
が

閉
会
の
言
葉
を
述
べ
た
。

懇
親
会
に
は
賛
助
会
員
も
参
加
し
、

青
年
部
に
よ
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
会
を

盛
り
上
げ
支
部
員
同
志
の
親
睦
を
深
め

た
。

宇
野（
岡
崎
支
部
）

知
多
支
部
は
、去
る
３
月
21
日
㈫（
春

分
の
日
）
阿
久
比
町
エ
ス
ペ
ラ
ン
ス
丸

山
に
て
、
平
成
17
年
度
総
会
を
開
催
し

た
。組

合
員
総
数
81
名
中
、
総
会
出
席
者

38
名
、
委
任
状
提
出
者
21
名
で
し
た
。

ご
来
賓
と
し
て
県
板
か
ら
、
齋
藤
理

事
長
、
衆
議
院
議
員
・
伊
藤
忠
彦
氏
、

愛
知
県
板
金
総
合
職
業
訓
練
協
会
・
長

谷
川
会
長
を
始
め
、
メ
ー
カ
ー
・
問
屋

様
も
多
数
出
席
し
て
頂
い
た
。

神
谷
恒
男
氏
の
司
会
で
開
会
さ
れ
、

冒
頭
、
物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ
、
ご
冥

福
を
祈
っ
た
。

竹
内
支
部
長
が
挨
拶
さ
れ
、
板
金
業

界
の
高
齢
化
に
伴
う
組
合
員
減
少
、
後

継
者
問
題
、
仕
事
量
減
少
等
の
問
題
を

指
摘
し
、
今
こ
そ
組
合
員
ど
う
し
が
協

力
し
合
い
、
生
き
残
り
を
計
る
こ
と
が

重
要
と
、
力
強
く
語
っ
た
。

引
き
続
い
て
議
案
審
議
に
入
り
、
理

事
の
松
本
富
夫
氏
を
議
長
に
選
任
し
、

提
出
さ
れ
た
議
案
も
、
す
べ
て
可
決
さ

れ
た
。

今
回
は
支
部
役
員
改
選
は
な
い
が
、

地
区
組
長
さ
ん
は
改
選
さ
れ
た
。
青
年

部
長
も
磯
崎
広
佳
氏
よ
り
近
藤
高
明
氏

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
。

審
議
終
了
後
、
県
板
報
告
・
青
年
部

活
動
報
告
・
献
血
活
動
報
告
が
さ
れ
、

今
回
は
10
回
献
血
を
さ
れ
た
近
藤
永
久

氏
に
、
竹
内
支
部
長
よ
り
感
謝
状
が
手

渡
さ
れ
た
。

次
に
、
ご
来
賓
の
齋
藤
理
事
長
よ
り

ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
昨
年
開
催
さ
れ
た

第
57
回
全
国
建
築
板
金
業
者
愛
知
大
会

が
成
功
裏
に
終
っ
た
こ
と
に
対
す
る
感

謝
を
述
べ
ら
れ
、
保
証
制
度
の
改
正
に

伴
う
再
講
習
会
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す

る
特
別
教
育
講
習
会
実
施
を
説
明
さ
れ

た
。商

社
様
代
表
と
し
て
電
気
化
学
工
業

株
式
会
社
・
後
藤
課
長
様
、
問
屋
様
代

表
と
し
て
株
式
会
社
山
善
・
日
比
部
長

様
よ
り
、
ご
祝
辞
を
頂
い
た
。
祝
電
・

ご
祝
儀
が
披
露
さ
れ
、
総
会
も
滞
り
な

く
終
了
。

休
憩
を
挟
み
懇
親
会
が
催
さ
れ
、
景

気
回
復
を
願
い
つ
つ
、
和
や
か
な
う
ち

に
閉
会
さ
れ
た
。　

岡
戸（
知
多
支
部
）

豊
田
支
部
は
３
月
25
日
㈯
に
豊
田
産

業
文
化
セ
ン
タ
ー
の
視
聴
覚
室
に
於
い

て
第
50
回
の
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

杉
本
忍
副
支
部
長
の
司
会
、
松
井
繁

副
支
部
長
の
開
会
の
言
葉
で
始
ま
っ
た

総
会
で
は
、
松
井
祐
治
支
部
長
の
挨
拶

の
後
、
次
に
掲
げ
る
来
賓
の
紹
介
が
行

わ
れ
た
。

＊
愛
知
県
板
金
工
業
組
合
副
理
事
長

　

佐
藤　

忠
雄　

様

＊
西
三
板
金
連
合
会
副
会
長

　

久
世　

明
男　

様

豊
田
支
部

第
50
回
通
常
総
会

▲

挨
拶
す
る
久
世
支
部
長

▲

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法
を
学
ぶ
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山
善
会

第
25
回
総
会
開
催

山
善
会

第
25
回
総
会
開
催

豊
田
支
部

豊
田
市
に

記
念
品
を
贈
呈

豊
田
市
に

記
念
品
を
贈
呈

技
研
厨
空
委
員
会

よ
り
発
信

〜
そ
の
三
〜

技
研
厨
空
委
員
会

よ
り
発
信

〜
そ
の
三
〜

（
2
頁
よ
り
つ
づ
き
）

＊
豊
田
高
等
職
業
訓
練
校
事
務
長

鈴
木　

和
義　

様

＊
横
山
興
業
㈱
豊
田
営
業
所
所
長

加
藤　

孝
治　

様

こ
の
後
、
奥
田
憩
氏
を
議
長
に
選
出

し
議
案
審
議
に
入
っ
た
。
第
１
号
議
案

よ
り
第
４
号
議
案
ま
で
賛
成
多
数
に
よ

り
可
決
成
立
し
た
。
続
い
て
報
告
事
項

に
移
り
西
三
板
金
連
合
会
・
創
立
50
周

年
事
業
・
青
年
部
・
技
能
委
員
会
・
豊

田
高
等
職
業
訓
練
校
講
師
の
順
で
発
表

さ
れ
、
最
後
に
平
成
18
年
度
の
役
員
構

成
と
新
班
長
さ
ん
の
発
表
が
司
会
者
よ

り
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
来
賓
祝
辞
に
移

り
県
板
佐
藤
副
理
事
長
、
西
三
久
世
副

会
長
、
横
山
興
業
・
加
藤
所
長
の
順
で

述
べ
ら
れ
た
。
赤
池
高
義
相
談
役
の
閉

会
の
辞
で
総
会
は
終
了
し
た
。

松
井（
豊
田
支
部
）

３
月
24
日
㈮
名
古
屋
納
屋
橋
の
ク
ラ

ウ
ン
ホ
テ
ル
に
て
板
金
問
屋
㈱
山
善

（
名
古
屋
市
中
川
区
）の
親
睦
会
で
あ
る

山
善
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

知
多
の
青
木
板
金
工
業
所
、
青
木
久

治
氏
の
司
会
進
行
に
よ
り
総
会
が
始
ま

る
。
ま
ず
愛
知
県
板
理
事
長
で
あ
り
山

善
会
会
長
で
も
あ
る
齋
藤
充
昭
氏
が
挨

拶
さ
れ
、
続
い
て
平
成
17
年
会
計
報
告
、

賛
助
会
員
紹
介
、
賛
助
会
員
代
表
と
し

て
電
気
化
学
工
業
㈱
課
長
後
藤
一
之
氏

が
挨
拶
さ
れ
た
。
次
に
常
任
幹
事
㈱
山

善
社
長
の
山
田
將
貴
氏
が
挨
拶
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
役
員
が
紹
介
さ
れ
第
一
部
の

総
会
が
終
了
と
な
っ
た
。

休
憩
後
、
第
二
部
と
し
て
勉
強
会
、

講
演
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
日
鉄
鋼
板

㈱
部
長
代
理
川
村
明
夫
氏
と
主
任
の

水
口
真
士
氏
が
大
波
ス
レ
ー
ト
用
カ

バ
ー
ル
ー
フ「
や
ま
な
み
」の
工
法
説
明
、

実
演
会
行
わ
れ
た
。
今
ア
ス
ベ
ス
ト
問

題
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
既
設

ス
レ
ー
ト
を
剥
が
さ
ず
に
短
い
工
期
で

簡
単
、
確
実
な
施
行
方
法
を
分
か
り
易

く
説
明
実
演

さ
れ
た
。
こ

こ
で
は
会
員

か
ら
施
行
方

法
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な

質
問
が
出
て

い
た
。

休
憩
後
、

山
善
会
の
会

員
で
あ
る
名

古
屋
市
西
区

の
㈲
松
代
鈑

金
の
松
代
一

郎
氏
と
弟
の

松
代
文
衛
氏
に
よ
り
「
大
空
を
飛
べ
な

か
っ
た
人
と
飛
ん
だ
仲
間
た
ち
そ
し
て

ド
イ
ツ
に
飛
ん
だ
銅
板
折
鶴
」
と
題
し

講
演
が
行
わ
れ
た
。
お
二
人
は
趣
味
で

始
め
ら
れ
た
グ
ラ
イ
ダ
ー
操
縦
か
ら
大

空
を
求
め
た
人
達
の
話
題
へ
と
楽
し
く

ユ
ニ
ー
ク
に
説
明
さ
れ
た
。
そ
の
中
で

お
二
人
が
所
属
す
る
岐
阜
の
大
野
グ
ラ

イ
ダ
ー
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
で
資
金
を

集
め
新
し
い
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
発
注
さ
れ

た
そ
う
で
、
そ
の
製
造
元
で
あ
る
ド
イ

ツ
ま
で
メ
ン
バ
ー
数
名
で
視
察
を
兼
ね

旅
行
に
行
か
れ
た
そ
う
だ
。
そ
の
際
、

グ
ラ
イ
ダ
ー
の
製
造
会
社
な
ど
に
銅
板

折
鶴
を
進
呈
し
て
来
た
と
の
事
。

講
演
終
了
後
、
会
場
を
移
し
懇
親
会

パ
ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
は

コ
ン
パ
ニ
オ
ン
が
加
わ
り
、
名
古
屋
市

港
区
の
春
田
鈑
金
春
田
将
氏
が
乾
杯
の

音
頭
を
と
り
、
会
員
メ
ン
バ
ー
は
ア
ル

コ
ー
ル
も
す
す
み
盛
り
上
が
っ
て
い
っ

今
回
は
、
実
際
に
あ
っ
た
物
件
に
つ

い
て
考
え
て
見
ま
す
。

質　

問
現
在
壁
に
付
い
て
い
る
ウ
エ
ザ
ー
カ

バ
ー
を
外
し
ダ
ク
ト
で
８
ｍ
横
へ
延
ば

す
様
に
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き

ど
ん
な
こ
と
に
注
意
し
て
工
事
を
進
め

た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

回　

答

①　

ま
ず
換
気
扇
で
す
が
家
庭
用
換
気

豊
田
支
部
の
松
井
支
部
長
・
福
田
副

支
部
長
・
田
中
義
久
青
年
部
長
の
３
名

は
３
月
10
日
㈮
に
豊
田
市
役
所
産
業
部

産
業
労
政
課
を
訪
問
し
伊
藤
喜
代
司
部

長
・
林
祐
一
専
門
官
・
杉
藤
嘉
洋
課
長

と
懇
談
し
銅
板
と
真
鍮
板
で
製
作
し
た

折
鶴
を
創
立
50
周
年
記
念
の
記
念
品
と

し
て
豊
田
市
に
贈
呈
し
た
。

松
井（
豊
田
支
部
）

扇
を
有
圧
換
気
扇
に
変
え
ま
す
。
で

き
れ
ば
ス
テ
ン
レ
ス
メ
ッ
シ
ュ
フ
イ

ル
タ
ー
付
き
を
勧
め
ま
す
。

②　

ダ
ク
ト
の
大
き
さ
は
換
気
扇
の
直

径
よ
り
小
さ
く
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
30
セ
ン
チ
の
換
気
扇
で
し
た
ら

30
セ
ン
チ
角
以
上
、
で
き
れ
ば
枠
の

外
寸
３
７
５
角
で
製
作
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
ダ
ク
ト
の
曲
が
り
部
は
内
Ｒ

を
最
低
で
も
２
５
０
ミ
リ
は
取
る
よ

う
に
し
ま
す
。

　

ダ
ク
ト
の
先
端
に
は
、
防
虫
網
を

付
け
ま
す
。
取
替
え
が
困
難
な
処
で

は
せ
め
て
防
鳥
網（
ス
テ
ン
十
五
角
）

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
質

問
が
あ
り
ま
し
た
ら
加
藤
ま
で
連
絡
下

さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
６
４
︲
３
１
︲
２
０
７
１

た
。
最
後
は
、
県
板
広
報
委
員
長
で
も

あ
る
高
橋
銀
吾
氏
の
中
締
め
で
終
了
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
各
自
２
次
会
へ
と

移
動
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

猪
飼
（
津
島
支
部
）

▲

総
会
風
景

総
会
風
景

▲

▲

記
念
品
の
贈
呈

▲

挨
拶
す
る
㈱
山
善
社
長

山
田
將
貴
氏
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編

集

後

記

３
月
各
支
部
の
動
き

２
日
前
に
開
花
し
た
我
が
家
の
桜
、

も
う
す
ぐ
４
月
と
い
う
の
に
今
日
は
昨

日
と
う
っ
て
変
わ
っ
て
寒
の
戻
り
、
出

花（
出
端
）を
く
じ
か
れ
た
様
だ
。

３
月
に
は
板
金
組
合
関
連
の
い
ろ
ん

な
総
会
や
講
習
会
が
開
か
れ
、
私
も
い

く
つ
か
の
会
に
出
席
し
た
。
そ
こ
で
は
、

私
よ
り
若
い
人
た
ち
も
司
会
者
、
議
長
、

講
師
な
ど
の
重
要
な
役
目
を
務
め
、
し

か
も
堂
々
と
立
派
に
こ
な
し
て
い
た
。

大
勢
の
人
前
で
上
手
く
話
を
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
私
は
だ
い
の
苦
手
で
あ
る
。

10
年
前
に
は
こ
れ
程
で
き
る
若
者

は
少
な
か
っ
た
と
思
う
。
最
近
は
青
年

部
や
支
部
の
活
動
を
通
じ
て
場
数
を
ふ

ん
で
来
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
又
、
彼
ら
は
組
合
の
存
在
意
義
を

理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
与
え
ら
れ

た
役
割
を
引
き
受
け
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
彼
ら
が
愛
知
県
板
の
次
の
世

代
を
担
つ
て
く
れ
る
の
で
あ
り
、
頼
も

し
い
限
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に

は
地
域
格
差
が
あ
り
、
風
土
的
に
若
者

を
育
て
よ
う
と
し
て
い
な
い
地
区
が
有

る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

高
橋

三
月
二
十
九
日
㈬　

晴
れ
風
寒
し

四
一
四
号　

編
集
会
議

広
報
委
員　

六
名
出
席

午
後
二
時
半
開
会　

四
時
一
五
分
閉
会

節
分
も
過
ぎ
た
２
月
９
日
㈭
・
10
日

㈮
と
、
は
じ
め
て
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
心
に
残

る
体
験
を
書
い
て
み
ま
し
た
。
こ
の
所
、

旅
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
「
ミ
ス
テ
リ
ー

ツ
ア
ー
」
の
案
内
を
よ
く
目
に
す
る
の

で
一
度
、
行
き
先
、
行
程
も
解
ら
な
い

ツ
ア
ー
も
面
白
い
か
と
、
申
し
込
ん
だ

と
こ
ろ
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
と
の
こ
と
で

ほ
と
ん
ど
当
に
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ

が
、
キ
ャ
ン
セ
ル
空
き
で
参
加
す
る
事

に
な
っ
た
。

中
部
国
際
空
港
「
セ
ン
ト
レ
ア
」
の

旅
行
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
で
添
乗
員
よ
り

行
程
表
を
渡
さ
れ
、
岩
手
花
巻
空
港
よ

り
陸
中
海
岸
宮
古
泊
と
知
り
こ
ん
な
格

安
料
金（
一
泊
三
食
付
二
万
円
）で
、
そ

ん
な
遠
い
所
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

東
北
地
方
の
雪
と
悪
天
候
の
た
め
45

分
程
遅
れ
て
セ
ン
ト
レ
ア
を
出
発
。
途

中
、
新
潟
県
上
空
ぐ
ら
い
か
ら
気
流
に

よ
る
揺
れ
が
出
は
じ
め
花
巻
空
港
に
近

づ
く
に
つ
れ
酷
く
な
り
、
着
陸
体
制
に

入
り
車
輪
も
出
し
て
地
上
の
人
影
が
見

え
る
様
に
な
っ
て
も
上
下
左
右
の
揺
れ

が
激
し
く
、
無
事
着
陸
出
来
る
か
不
安

に
な
っ
た
。
着
陸
寸
前
で
急
上
昇
、
２

度
試
み
て
３
度
目
に
無
事
着
陸
出
来
た

時
は
乗
客
の
中
か
ら
拍
手
が
わ
い
た
。

何
度
か
飛
行
機
に
は
乗
っ
て
い
る
の
で

高
空
で
の
乱
気
流
に
よ
る
激
し
い
揺
れ

は
経
験
し
て
い
る
が
、
横
風
に
よ
る
低

空
で
の
揺
れ
は
初
め
て
経
験
し
た
。

到
着
後
、
空
港
ロ
ビ
ー
で
は
皆
、
胸

を
な
で
お
ろ
し
て
い
た
。
若
い
女
性
の

添
乗
員
も
初
め
て
の
体
験
で
機
長
に
祈

る
思
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

花
巻
市
内
は
小
雪
だ
っ
た
が
道
路
脇

や
空
地
に
は
雪
が
山
と
な
っ
て
い
た
。

市
内
で
南
部
鉄
器
館
と
造
り
酒
屋
「
あ

さ
開
」
で
酒
造
り
を
見
学
し
た
後
、
雪

の
中
を
陸
中
海
岸
に
向
か
っ
た
。
途
中

海
産
物
セ
ン
タ
ー
に
寄
っ
て
陸
中
宮
古

の
海
岸
に
面
し
た
ホ
テ
ル
に
到
着
、
海

の
幸
い
っ
ぱ
い
の
夕
食
に
舌
鼓
を
打
っ

た
。
陸
中
海
岸
線
で
は
温
泉
が
出
な
い

そ
う
で
天
然
温
泉
で
な
く
人
工
温
泉
の

風
呂
が
残
念
だ
っ
た
。

翌
朝
は
好
天
に
恵
ま
れ
ホ
テ
ル
を
出

発
し
、
近
く
の
浄
土
ヶ
浜
で
遊
覧
船
め

ぐ
り
を
し
た
。
昨
日
は
海
が
荒
れ
て
船

が
出
せ
な
か
っ
た
そ
う
で
運
が
良
か
っ

た
み
た
い
で
す
。
船
が
動
き
出
す
と
同

時
に
甲
板
の
回
り
に
無
数
の
ウ
ミ
ネ
コ

が
集
ま
っ
て
来
て
お
客
目
さ
ん
の
投
げ

る
エ
サ
を
キ
ャ
ッ
チ
、
手
に
持
っ
て
い

る
エ
サ
ま
で
鋭
い
口
ば
し
で
取
っ
て
行

く
光
景
は
壮
観
だ
っ
た
。
１
時
間
程
の

遊
覧
の
後
、
海
岸
線
を
釜
石
に
向
か
い
、

以
前
は
鉄
の
街
、
釜
石
と
言
わ
れ
た
新

日
鉄
釜
石
工
場
を
横
に
見
て
「
遠
野
物

語
」
で
民
話
と
伝
説
の
里
と
し
て
知
ら

れ
る
遠
野
の
生
活
資
料
館
「
伝
承
園
」

を
見
学
、
そ
ん
な
に
遠
く
な
い
昔
の
東

北
地
方
の
生
活
の
様
子
を
観
る
事
が
出

来
た
。
又
、
遠
野
は
カ
ッ
パ
の
故
郷
と

し
て
知
ら
れ
街
の
あ
ち
こ
ち
に
カ
ッ
パ

の
置
物
が
目
に
つ
い
た
。
遠
野
を
後
に

花
巻
空
港
に
戻
り
帰
路
に
つ
い
た
。

伊
藤（
熱
田
・
南
）

名
古
屋
板
金
連
合
会

15
日　

支
部
長
会	

10
名

・
18
年
度
事
業
計
画

・
総
会
に
つ
い
て
、
他

千
種
支
部

19
日　

支
部
会	

３
名

・
ア
ス
ベ
ス
ト
講
習
に
つ
い
て

東
北
支
部

12
日　

定
例
会	

５
名

西
支
部

18
日　

例
会	

８
名

・
銅
板
折
鶴
講
習
に
つ
い
て
、
他

中
村
支
部

14
日　

定
例
会	
13
名

・
理
事
会
報
告
、
他

昭
和
支
部

８
日　

定
例
常
会	

13
名

瑞
穂
支
部

１
日　

定
例
会	

19
名

熱
田
・
南
支
部

16
日　

定
例
会	

12
名

・
保
証
制
度
再
講
習
に
つ
い
て

津
島
支
部

５
日　

定
例
会	

８
名

犬
山
支
部

12
日
・
13
日　

支
部
総
会	

９
名

（
鳥
羽
方
面
）

江
南
支
部

15
日　

定
例
会	

５
名

22
日　

17
年
度
会
計
報
告	

13
名

西
三
板
金
連
合
会

８
日　

三
役
会	

８
名

・
18
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

・
第
１
回
役
員
会
開
催
に
つ
い
て

岡
崎
支
部

１
日　

役
員
会	

17
名

・
支
部
総
会
に
つ
い
て

・
県
板
報
告
、
他

12
日　

支
部
総
会	

47
名

碧
南
支
部

25
日　

青
年
部
総
会
・
新
年
会	

15
名

豊
田
支
部

６
日　

三
役
会
・
会
計
監
査	

６
名

・
支
部
総
会
打
合
せ

10
日　

記
念
品
贈
呈	

３
名

（
豊
田
市
役
所
産
業
部
）

11
日　

青
年
部
第
26
回
総
会	

20
名

13
日　

第
11
回
役
員
・
班
長
会	

15
名

25
日　

第
50
回
通
常
総
会	

26
名

西
尾
支
部

15
日　

役
員
会	

14
名

知
多
支
部

17
日　

青
年
部
総
会	

19
名

21
日　

支
部
総
会	

58
名

東
三
支
部

６
日　

定
例
会
及
び
役
員
慰
労
会

　

（
豊
橋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）	

33
名

９
日　

青
年
部
定
例
会	

９
名

24
日　

三
役
会	

７
名

26
日　

青
年
部
総
会	

19
名

（
ニ
ュ
ー
東
洋
ホ
テ
ル
）

初

め

て

の

ミ

ス

テ

リ

ー

ツ

ア

ー

▲

遊
覧
船
に
む
ら
が
る
ウ
ミ
ネ
コ


